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　『ドナルド・マクドナルド・ハウス』をご存じでしょうか。
1974年、アメリカ・フィラデルフィアで誕生したこの施設
は、病気と闘う子どもに付き添うご家族のための「第二の
我が家」です。
　同ハウスは、当時アメリカンフットボールの選手であっ
たフレッド・ヒル氏が、自身の子どもの病気入院をきっか
けに「家族が安心して寄り添える場所をつくりたい」と願
ったことから始まりました。その想いは多くの人々の協力を
得て形となり、現在では世界約380か所、日本国内も12か
所へと広がっています。
　マクドナルド・ハウスは、子どもの治療に付き添うご家族
に無償で提供され、寄附金とさまざまなボランティアの協
力で運営されています。
　病院から離れられない日々の中で、ご家族は知らず知ら
ずのうちに心身の緊張や疲労を抱えておられます。当協会
では、そのようなご家族にそっと寄り添い、ひと時でもほっ
と癒される時間を過ごしていただけるよう、セラピューティ
ック・ケアをお届けしています。
　私たちは3年前にふくおかハウスで活動を開始し、昨年
からは、にいがたハウス・榊原記念病院ファミリールーム
(府中)・さっぽろハウスへと活動の場を広げることができま
した。

　ケアを受けられたご家族は、ふっと表情をゆるめ、「気
持ちよかった」と笑顔になってくださいます。その笑顔に出
会うたび、私たちの胸も温かく満たされます。
　そして私たちはいつも願っています。
　その笑顔が、病気と闘っているお子さんにも届きますよ
うに、と。
　ご家族の笑顔やぬくもりは、きっと子どもたちの力にな
る――そう信じながら、両の手に願いを込めて、これから
も心のぬくもりをお届けしてまいります。

理事長　武藤 佐代子

家族の大切な時間に、手のぬくもりで寄り添う
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支援活動のシンボル、ドナルドおじさんとエントランスで、雪の妖精がお出迎え
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福岡 東京

新潟

特　集 病気の子を持つ家族への支援

ドナルド・マクドナルド・ハウスふくおか
(福岡市東区香椎照葉)

ボランティア活動日：
毎月1回、原則として土曜日

福岡東エリア　河島 ゆかり

　福岡市立こども病院敷地内の「ふくおかハウス」は、
2025年に10周年を迎えられました。
　ハウスのSNS(X)では、活動のたびにご家族の許可
を得て写真付きでご紹介くださいます。ケアを受けられ
た付き添いご家族さまが『多くのファミリーにセラピュ
ーティック・ケアを届けて欲しい！』と思ってくださり、
ご自身がケアを受けている様子を通してセラピューテ
ィック・ケアを知ってもらえた
ら、と想いを託してくださいま
した。
　面会後のほっとするひとと
きを大切に、これからも家族
が一緒に過ごせるひとときを
手のぬくもりで応援します。

榊原記念病院ファミリールーム

東京支部　松尾 政子

　日本初のドナルド•マクドナルド•ファミリールーム
が、入院中の子どもに付き添うご家族のための「心と
身体の休息場所」として、榊原記念病院内にオープン
しました。我が家のように寛げる温かな空間でご家族
にケアを行っています。
　ハウスに伺うと、ご家族が「子どもが寝ている間に来
ました！」とルームに来てくださり、ケア後はほっこりと
した笑顔で子どもが待つ病室に戻って行かれます。訪
問日の前日には､ファミリール
ームのマネージャーさんが病
室に行き「明日はセラピューテ
ィック・ケアの日ですよ…」と
伝えてくださっています。いつ
も活動を支えていただき感謝
しております。

にいがたハウス

甲信越エリア　佐藤 佳奈子 さっぽろ支部　武藤 佐代子

　2025年8月より月に一度、にいがたハウスに伺い、図
書室でケアを行っています。
　ケア中は、うとうと眠られる方がほとんどです。「な
でられただけでとても気持ちが良かったので、病室に
戻ったら子どもにします」と言っていただけると、大変
嬉しくケアの素晴らしさを実感します。
　お子さんがNICU・緩和ケアに入院されているご家
族もいらっしゃり、施術後に
ぽつりぽつり胸の内を話して
くだる方もいらっしゃいます。
　手のぬくもりで寄り添い心
休まるひとときをこれからも届
け続けたいと思います。

さっぽろハウス

　昨年9月よりボランティアとして関わらせていただ
き、半年が経ちました。
　当初はスタッフの方への提供でしたが、ご理解が広
がり、徐々にご家族にも受けていただけるようになりま
した。スタッフの皆さまには、ご家族へのご案内や事
前予約にもご協力いただいています。
　12月には、生後9日の娘さんの転院に伴い滞在されて
いるご夫婦にケアをいたしまし
た。「心身ともに癒やされ、幸せ
な気持ちになりました」と目を潤
ませながら話してくださり胸が熱
くなりました。
　これからも手のぬくもりで心
のぬくもりを届けてまいります。

ふくおかハウス
ドナルド・マクドナルド・ファミリールーム 
榊原記念病院
(府中市朝日町)

ボランティア活動日：
毎月第2金曜日

ドナルド·マクドナルド·ハウスにいがた
(新潟市中央区旭町通)

ボランティア活動日：
毎月1回、原則として土日祝

ドナルド・マクドナルド・ハウスさっぽろ
(札幌市手稲区金山)

ボランティア活動日：
毎月1回（不定期）

北海道
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本部
佐賀

本部　水上 尚子

表彰されました

能登半島被災地支援
2025年度フィランソロピーバンク寄附金事業
第4回:2026年3月5～7日 能登半島被災地支援「災害ボランティア実践講座」開催

福岡県知事感謝状授与 佐賀県社会福祉協議会功労表彰

　社会福祉に関するボランティア等功労者として、当協会が福岡県知事感謝状をいただけることになり、2025年12月、太宰
府市役所にて楠田大蔵市長より、協会の代表として秋吉名誉理事長・甲斐副理事長・水上副理事長の三名に表彰状が授与さ
れました。
　また2026年1月には、「佐賀県立男女共同参画センター・生涯学習センター アバンセ」で行われた佐賀県社会福祉協議会
功労者表彰式（佐賀県・佐賀県社会福祉協議会・佐賀県共同募金会共催）において「功労表彰の部」で、唐津市で活動してい
るボランティアグループ「セラピー唐津」が表彰されました。「セラピー唐
津」は25名全員が佐賀支部の会員で、セラピューティック・ケアを通じ
て活動されています。
　当協会ではこれまでもさまざまな受賞があり、いずれの受賞もこれま
で支えてくださった多くの皆さまがあってこそと、感謝の思いでいっぱい
です。会員一同さらに努力を重ね、手のぬくもりを通じて社会全体の福
祉に貢献できるよう精進してまいります。

　2025年度は、公益社団法人 日本フィランソロピー協会
が実施されている寄附推進プログラム「フィランソロピーバ
ンク」よりご支援いただき、4回にわたって能登半島での支
援活動を行いました。
　第１回目の活動については、前号（Vol.26）で報告しました。
　第2回目は、2025年9月9日～11日に石川県七尾市へ。6
名で7ヶ所の仮設住宅に手のぬくもりを届けました。
　第3回目は、2025年11月10日～13日、七尾市と輪島市
へ。6名で4ヶ所の仮設住宅に手のぬくもりを届けた他、保
育園でのインファントセラピーワークショップ、小学校や中
学校での特別授業、石川県NPO活動支援センターあいむ
でミニ講習会を行いました。この講演会の模様は「北陸中
日新聞」11/8付朝刊紙面で紹介されました。
　そして第4回目となる今回は、今回の事業の目的のひとつ
である継続的な支援ができる態勢づくりのために、主に石
川県内在住者を対象に、セラピューティック・ケアによる心
のケアを提供する災害ボランティアの養成を行いました。
　参加者は秋吉名誉理事長、前田人材育成部長、宇塚講師
と福井の仲村講師と私・水上の5名。全員3月4日に金沢へ
前入りし、翌日、早朝のバスで輪島市へ向かいました。
　市内は半壊などの建物はあまりありませんでしたが、更
地になったところがあちらこちらに見られました。日本海側
沿いの道路の横には、かなり高く積み重ねられた土嚢が随
分と長い距離続いていました。震災直後は想像できないほ
ど大変だったことと思います。
　「災害ボランティア実践講座」は石川県内の4か所で開催
しました。第1回目の輪島市は5日午後に開催し、13名が受
講されました。6日は能登町と珠洲市の2か所で同時に開催
し、それぞれ23名・3名が受講されました。7日は金沢市で
開催し、14名が受講。合計53名の方に、セラピューティッ
ク・ケアを通じた災害時の心のケアを学んでいただくこと
ができました。
　受講者の中には、さまざまな被災地支援のボランティア

のために各地から来ている方もおられました。受講後のア
ンケートでは、「震災から2年。皆疲れています。まずは家族
にケアをして、心のケアに努めたいです」「震災後、自分に
何ができるだろうかと思っていた。手のひらの力を感じまし
た」「ボランティアに関して興味があり、何か前進しようと思
い受講しました。想像以上にとても良かったです。少し前に
進めた気がします」「心身ともに温かくなりました」等の感想
をいただきました。
　また第3回目の活動で訪問した輪島市のグループホーム
「ひなたぼっこ」を再訪し、ケアをお届けすることもできまし
た。
　なお、今回の講座開催に際しては、輪島市 各種支援窓
口、能登町社会福祉協議会、珠洲市社会福祉協議会、金沢
市社会福祉協議会ボランティアセンターに多大なお力添え
とご協力をいただきました。今回受講された皆さまによって
セラピューティック・ケアが能登にも広がり、手のぬくもり
が必要な方々に届くことを願っています。

輪島市での「災害ボランティア
実践講座」。
輪島市のLINEや市の支援調整
課の案内で知り、参加されまし
た。

金沢市での「災害ボランティア
実践講座」。
金沢市内はもとより、石川県内
各地、富山県、東京都からも参
加されました。
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TEL:092-928-1546
FAX:092-555-9401
E-mail:info@therapy-care.net
HP:https://therapy-care.net〒818-0125 福岡県太宰府市五条2-6-1-202

当協会の活動を応援してください！

各地区だより連 載 各地の会員の皆さんの活動や思いを知り、
つながりを感じるための連載企画です。

台湾にもセラピューテック・ケアの花を咲かせたい 台湾　林 雅文

当協会は2014年7月、福岡県より認定を受け、福岡県の認定による最初の「認定NPO法人」となりまし
た。認定NPO法人は、運営組織や事業活動が適正であり、公益性の高い活動をしていると認められた団
体で、1口3,000円以上の寄附者を毎年100人以上集めることが義務づけられています。皆さまの温かい
お気持ちを手の温もりに変え、一人でも多くの方にお届けできるよう、ぜひ当協会を応援してください！ 
■お振込でのご寄附
協会HPより「寄附金申出書」をダウンロードしてご送付いただき、下記の口座にお振込みください。
ご寄附専用口座　ゆうちょ銀行 01770-6-166454 (特非)日本セラピューティック・ケア協会  　
　　　　　　　　(通信欄に、お名前・ご住所をご明記ください)
　＊他金融機関からお振込みいただく場合は、
　　　　　　　　ゆうちょ銀行　一七九(イチナナキユウ)店(179)　当座　0166454
　　　　　　　　特定非営利活動法人日本セラピューティック 
■スマホで応援する　～ソフトバンク「つながる募金」をご利用ください～
ソフトバンクのスマホやPCから簡単に当協会へのご寄附ができます。ソフトバンクスマホをご利用の
方なら、携帯電話の利用料金のお支払いと一緒に継続的なご寄附が可能。またソフトバンク以外のス
マホからもクレジットカードによるご寄附が可能です。

■皆さまからいただいたご支援の使いみち
当協会では生老病死すべての場面で、手のぬくもりを通して、心のぬくもりをお届けしています。
いただいたご寄附や支援金は、高齢者支援、子育て支援・産後ケア、被災地支援などの公益活動に使わせていただきます。

3.000円以上のご寄附は税控除
の対象になります。確定申告を行
うことで、ご寄附の最大約50％
が戻ってきます。控除を受けるた
めには、寄附金申出書など所定の
手続きが必要となりますので、お
住いの市町村にお尋ねください。

　私は2017年に台湾初の講師資格を習得しました。現在は
介護施設に勤務しながら、自分の時間に体験会や講座を
行っています。
　2025年には、台中で入門講座を3回開催し、35名が受講
されました。受講生からは「とても心地よく、癒されました」
「家族とのコミュニケーションにも役立つ」等の感想をいた
だきました。
　また、「人間の尊厳を尊重することや高齢者の心のケアの
必要性に強く共感しました」「癒しを実感し、他の受講生と
交流することができてとても嬉しかった。セラピューティッ

協会HP　　  Facebook　  インスタグラム

詳しくはHP
https://therapy-care.net/
donation/ をご覧ください。 

ク・ケアから得たあたたかい気持ちは決して忘れないだろう」
とおっしゃった方もいました。
　台湾には現在、台中で入門講座の講師が一人しかいませ
んが、手のぬくもりを通
じて、台湾でより多くの
人にセラピューティック・
ケアを伝えて行けるよ
う、これからも普及に取
り組んでいきます。

各地の新聞で私たちの活動が紹介されました
　2025年5月21日付「函館新聞」では「手のぬくもり、多くの人に
セラピューティック・ケアの普及に力」と題し、函館の加藤講師が
取り上げられました。9月24日付「西日本新聞」では91歳の会員・
貞富さんを、12月17日付の同紙では名誉理事長の秋吉をご紹介い
ただきました。
　また2025年度に実施した能登半島被災地支援活動では北國
新聞（10月30日付）、中日
新聞北陸本社（11月18日
付）で取り上げていただき
ました。

福岡市が推進する「福岡100パートナーズ」に
登録されました
 「福岡100PARTNERS」は、健康づくりや社会参
加、生涯学習など、人生100年時代にむけた市民一
人ひとりのチャレンジを福岡市と一緒に応援するプ
ロジェクトです。
 当協会ではこのプロジェクトの趣旨に賛同し「健康
づくり・介護予防」「就業・創業、社会参加、生涯学
習」「地域での支え合い」「安全・安心に生活できる
環境整備」の4つの分野につ
いて、施設訪問ボランティア
活動と施術の提供や子育て
支援ワークショップ・介護講
座等の実施により市民の心身
の健康に寄与するなど、さま
ざまな取り組みを行います。
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